
｢  製図 ｣ 
教  科 工業 単 位 数 ３ 単 位 

学科、学年、組 機械科 、 ３学年 、 １組 

使用教科書 「 機械製図 」（実教出版株式会社） 

副 教 材 等  

１ 科目のねらい（目標） 

学習の到達目標 

工業の見方･考え方を働かせ、実践的･体験的な学習活動を行うことなどを通して、

工業の各分野の製図に必要な資質･能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 工業の各分野に関する製図について日本産業規格及び国際標準化機構規格を

踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

(2) 製作図や設計図に関する課題を発見し、工業に携わる者として科学的な根拠に

基づき工業技術の進展に対応し解決する力を養う。 

(3) 工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み

取る力の向上を目指して自ら学び、工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度

を養う。 

２ 評価の観点、内容及び評価方法 

皆さんの学習状況は、以下の観点についてそれぞれＡＢＣで評価し、各観点の割合を基に評定（５

段階）で総括します。 

評価の規準  Ａ：十分満足できる、Ｂ：おおむね満足できる、Ｃ：努力を要する 

評価の観点及び内容 観点の割合 評 価 方 法 

知識・技術 

・立体を平面上に正しく表現でき、また図面か

ら正しく立体を把握する能力を身につけて

いるか。 

・製作図を正しく読み、書きするが身に付いて

いるか。規格に従って、迅速に製図を作成す

ることができるか。 

35％ 観察 

課題プリント 

定期テスト 

思考・判断・表現 

・図面を作成するにあたり、配置・寸法記入等

を考えて製図しているか。 

・寸法等を決定するにあたり、設計で学んだ公

式などを使い正しく計算ができているか。 

35％ 観察 

課題プリント 

定期テスト 

主体的に学習に 

取り組む態度 

・指定された期限内に図面（課題）を作成させ

ているか。 

30％ 製図課題 

定期テスト 

３ 学習計画 

学期 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

１ 

第 1 章 製図の基礎 

(1)平面図・等角図 

(2)寸法記入及び考査･表面性状 

第４章 機械要素の製図 

 ４ 歯車  

  (1)歯車の基礎 

  (2)歯車製図 

  (3)平歯車 

  (4)製図例１７の作図 

・立体を平面上に正しく表現する能力を身につけ、 図面

の配置・寸法記入等を考えて製図ができるようにする。 

・ 日本工業規格（ＪＩＳ）の基礎的な知識を理解し規格

に従って、製作図を正しく読み書きする力を身につけ

る。 

・歯車についての知識を習得し、歯車の表示方法を理解

するようにする。 

・歯車の製図を描き、 配置よく正確に表現できるように

する。 



２ 

５ プ－リ・スプロケット 

  製図例２０・２１６ 

７溶接継手 

   製図例２２  課題７－２ 

・プ－リ・スプロケットの種類と用途を理解する。 

・配置よく正確に製図することができたか。 

・製図に使用する線を区別して使用することができたか。 

 

３ 

第５章 簡単な機械・器具の設計製図 

 １ 設計製図の要点 

 ２ 機械器具のスケッチ  

 ３ 機械の設計(豆ジャッキ) 

3 器具・機械の設計 

豆ジャッキの製図 

製図例 29 

・スケッチ製図の目的を理解し、機械器具のスケッチ製

図を理解・習熟することができる。 

・豆ジャッキの各部寸法を計算により求め、それを元に

して製図を書くことができる。 

・図面として配置や使用する線について、的確な判断が

できる。 

 

 


